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原
発
再
稼
働
に
よ
る
交
付
金
増
に
関
す
る
質
問
主
意
書

い
わ
ゆ
る
電
源
三
法
交
付
金
の
総
額
は
年
間
約
一
千
億
円
あ
る
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
事
故
以
降
、
特
例
措
置
と
し

て
発
電
量
の
割
合
を
一
律
八
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
み
な
し
自
治
体
に
交
付
し
て
い
る
。
政
府
は
今
後
見
直
し
を
行
い
、
原
発
を

再
稼
働
す
る
自
治
体
に
重
点
配
分
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
政
府
は
二
〇
一
五
年
度
予
算
案
で

「
原
子
力
発
電
施
設
立
地
地
域
基
盤
整
備
支
援
事
業
」
に
平
成
二
十
七
年
度
予
算
と
し
て
二
十
三
億
円
計
上
し
、
そ
の
中
で
新

た
な
交
付
金
制
度
を
創
設
し
、
十
五
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
原
発
稼
働
の
是
非
に
つ
い
て
、
莫
大
な

予
算
を
通
じ
て
原
発
の
稼
働
を
自
治
体
に
促
し
て
い
く
と
い
う
方
法
論
に
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

新
た
な
交
付
金
制
度
は
「
原
発
の
稼
働
状
況
に
大
き
な
変
化
」
が
あ
っ
た
自
治
体
に
交
付
し
、
地
域
振
興
や
住
民
へ
の
安

全
説
明
会
の
費
用
に
充
て
ら
れ
る
と
い
う
が
、
「
原
発
の
稼
働
状
況
に
大
き
な
変
化
」
と
は
、
原
発
が
再
稼
働
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
の
か
。

二

こ
の
「
原
子
力
発
電
施
設
立
地
地
域
基
盤
整
備
支
援
事
業
」
の
十
五
億
円
の
交
付
金
は
、
再
稼
働
す
る
こ
と
を
選
択
し
た

自
治
体
へ
の
配
慮
と
い
う
位
置
づ
け
な
の
か
。

一



三

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
「
原
発
へ
の
依
存
度
を
可
能
な
限
り
下
げ
る
」
旨
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
原
発

依
存
度
の
低
減
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

四

政
府
が
原
発
依
存
度
の
低
減
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
再
稼
働
に
同
意
し
た
自
治
体
に
対
す
る
交
付
金
よ
り
も
、
原
発
依

存
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
自
治
体
の
取
り
組
み
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
さ
せ
る
政
策
に
こ
そ
予
算
を
振
り
分
け

る
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
声
が
あ
る
。

①

廃
炉
に
な
る
原
発
を
抱
え
る
自
治
体
へ
の
交
付
金
を
増
や
し
て
、
廃
炉
を
求
め
や
す
く
す
る
施
策
は
あ
る
か
。

②

原
発
を
抱
え
る
自
治
体
が
、
原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
取
り
組
み
を
優
遇
す
る
施
策
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


